
第七回 隅田川クリーン大作戦 

実施日：平成 24年 6 月 16日（土）実施時間：午前 8時 45分〰12時 00分 

 

報 告 書 

 
かつての東京観光汽船水上バス 

 
小雨模様の中隅田川流域の景観を楽しみながらのクリーン大作戦 

 

隅田川クリーン大作戦清掃ルート地図 

隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 

平成 25年度から「隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会」と改称します 

  



 

隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 設立趣意書 

 

東京を代表する母なる川 「隅田川」 は、平安時代の「伊勢物語」にも登場する歴史ある 

河川です。特に江戸時代には、江戸の経済活動を支える水運として盛んに活用される

とともに、納涼や花火など江戸庶民の憩いの場としても賑わいを呈したと言われてい

ます。また、沿岸では葛飾北斎をはじめ多くの文人墨客が活躍し、江戸の文化の中心

地でもありました。 

 

このように多くの人々から愛され、また、長い年月の中で培われた歴史や文化、旧

跡がある隅田川の魅力を大切にするとともに、人々が自然とふれあう貴重な水辺とし

て甦らせ、真に東京の顔にふさわしい隅田川にしなければならないと思います。 

 

現在でも、隅田川については、環境悪化も懸念されておりますが、流域住民の方々

をはじめ多くの関係者のご尽力より、水質は徐々に改善され、水辺を散策できるテラ

スやスーパー堤防の整備も大分進んで参りました。さらに、春の桜祭りや夏の花火大

会をはじめ、レガッタ、灯篭流し、橋のライトアップなど、楽しいイベントも年々充

実されつつあります。 

 

流域住民、河川に関心のある市民団体、沿川区及び東京都で組織する「隅田川流域

連絡会」では、隅田川のこうした現況を踏まえ、隅田川の潤いと賑わいを復活させ、

流域の活性化をはかる検討や提言を行なって参りました。 

 

このたび、そうした方策のひとつとして、人々が隅田川に愛着をもつと共に、より

良い水辺環境を創ることを目的に ｢隅田川クリーン作戦｣などのクリーンキャンペー

ン事業を実施したいと考え、標記の実行委員会を設立するものです。 

 

 

                                        平成 16 年 6 月 24 日 

  設立代表者 隅田川流域連絡会 座長 

                                      土 屋 十 圀 

 

  



隅田川クリーンキャンペーン実行委員組織 

 

                平成 24 年 6 月 16 日 

 

  
 

実行委員 

 

氏  名 

 

 所 属 団 体 

実行委員長 

事務局長 

事務局 

事務局 

土 屋 十 圀 

藤 原   隆 

須 永 俶 子 

中 瀬 勝 義 

糸 井   守 

池 端 幹 男   

佐 藤   武 

村 山 隆 司 

高 橋 康 夫 

石 川 良 一 

清 水 靖 久 

市 川 清 次 

阿 部 美 和 

高 橋 佑 司  佑 

坂 元 俊 久 

宮 本 恭 介 

前 田 研二郎 

佐 山 公 一 

鈴 木 俊 一 

安 藤 誉 和 

前橋工科大学名誉教授 

NPO水都東京を創る会 

NPO江東区の水辺に親しむ会 

環境カウンセラー 

環境カウンセラー隅田川市民交流実行委 隅田川市民交流実行委員会 

NPO まちなみ育成会 

隅田川を愛する会 

工学院大学講師 

（株）銀座パーキングセンター 

旅行社 

NPO江東区の水辺に親しむ会 

前・いであ 

江東エコリーダの会 

墨田区観光協会 

立教大学大学院 

中央区環境土木部 

環境カウンセラー 

みずとみどりの研究会 

隅田川市民交流実行委員会 

独立法人都市再生機構 



隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 

平成 24 年 6 月 16 日 

組  織 

              * 印はルート連絡責任者 

 

  
実行委員長 土 屋 十 圀 

 

事 務 局 

 

   事務局長 藤 原   隆 

須 永 俶 子 

中 瀬 勝 義 

 

本   部 

浜町公園スーパー堤防 

 

（流域パネル展示） 

（水 質 調 査） 

＊池 端 幹 男 

高 橋 康 夫 

村 山 隆 司 

宮 本 恭 介 

市 川 清 次 

藤 原   隆 

 

 

ルート１ 

 

 

勝 鬨 橋 

（水 質 調 査） 

＊糸 井   守 

前 田 研二郎 

鈴 木 俊 一 

 

ルート２ 

 

桜 橋（右岸） 

（水 質 調 査） 

＊佐 藤   武 

石 川 良 一 

藤 原 隆 本部兼務 

 

ルート３ 

 

 

石川島公園 

（水 質 調 査） 

＊中 瀬 勝 義 

須 永 俶 子 

清 水 靖 久 

阿 部 美 和 

 

 

ルート４ 

 

桜 橋（左岸） ＊坂 元 俊 久 

高 橋 佑 司 

佐 山 公 一 

安 藤 誉 和[欠] 



隅田川クリーンキャンペーン事業計画概要（24.6.16） 

１、実施趣旨 

東京を代表する母なる「隅田川」の景観を守ると共に、潤いと賑わいを復活する為の実践行動として、隅田川に関

心のある都民や流域住民、団体が行政機関と協力して、同一日、同一時間帯に清掃活動を行う「第 7回隅田川クリ

ーン大作戦」を実践する。 

水面については東京都建設局の清掃船の協力を得て清掃作業を同時刻に行ない、浜町公園スーパー堤防にお

いては河川環境、流域整備状況のパネル展示、関係資料配布等啓発を行なう。 

２、実施日時 

平成 24年６月 16日(土) 午前 8時 45分から午前 12時 00分まで。 

＊作業準備：約 15分 

＊清掃作業：約 2時間 

＊イベント：約 30分（浜町公園スーパー堤防） 

３、実施機関等 

 主 催：隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 

 後 援：国土交通省関東地方整備局・東京都建設局 

中央区・台東区・墨田区・江東区  

 協 力：建設局河川部・江東治水事務所・第一建設事務所・第五建設事務所   

第六建設事務所・（財）東京都公園協会・東京新聞 

協 賛：（財）東京都公園協会・（株）建設技術研究所・東京都観光汽船（株） 

（株）サンテックインターナショナル・（株）いであ・江東エコリーダの会・ 

隅田川市民交流実行委員会・NPO まちなみ育成会 

４、清掃場所並びに集合場所 

 隅田川中流部の桜橋から下流部の勝鬨橋までの 8ｋｍの両岸を対象にテラス・管理用通路及び沿川の公園等

を、上下流から清掃して浜町公園に終結する。 

＊1ルート勝鬨橋（中央区側）テラス、 ＊2ルート桜橋（台東区側）テラス、 

＊3ルート石川島公園（佃島側）テラス、＊4ルート桜橋（墨田区側）テラス、 

5、清掃方法 

1）清掃方法は、参加者が「のぼり旗」を掲げ、上記テラス・管理通路等を歩きながらテラス・植込み等のゴミの収拾

掃除等を行う、水面は東京都清掃船が並走清掃する。 

2) このボランティア のほか、流域の市民団体や組織等に特定地域の清掃や植栽等の環境美化活動の啓発を行

なう。 

3) 隅田川右岸テラスでは台東区環境課職員による水辺の水生植物観察・水質検査を行なう。 

＜清掃は各ルートとも約 2時間＞・・・・・・ 

6、参加者:150名～200名 

  ① 隅田川に関心を持つ都民や流域住民。 

  ② 東京都及び隅田川流域行政区の関係者のほか、隅田川に関係する諸団体・企業・ボランティア組織等とする。 

7、募集並びに参加方法 

  ①実行委員会のホームページ、市民団体・ボランティア組織を通じて呼びかけて実施する。 

  ②行政広報・東京新聞「したまち版」。 

  ③応募は、「郵便はがき」又は「FAX」で氏名・住所・電話番号並びに「参加ルート」 

を記入して事務局まで申込む。 

 



 

 

  



 

～隅田川流域清掃範囲地図～ 

ルート１：勝鬨公園橋右岸⇒浜町公園 ルート３：石川島公園⇒浜町公園 

糸井 守・前田研二郎         土屋十圀・中瀬勝義・須永俶子 

鈴木俊一               阿部美和・清水靖久 

 

 

ルート２：桜橋右岸（台東区）⇒浜町公園 ルート４：桜橋左岸（墨田区）⇒浜町公園 

佐藤 武・石川良一・（藤原 隆）     坂元俊久・高橋祐司・佐山公一 

 

本部（浜町公園スパー堤防） 

高橋康夫・池端幹男・宮本恭介・ 

村山隆司・市川清次・藤原 隆（兼務） 

  



 

 

   

ルート① 永代橋を背に                  

 

ルート② 桜橋の下で説明      ルート④ 蔵前橋を過ぎて一休み 

 

ルート③ パリー広場で記念撮影      芭蕉像を背に江東エコリーダの会一行 

 

横断幕を背にして建設技術研究所一行 

 



 

 

 

   

勝鬨橋を小雨模様の中をスタート、大川端を清掃しながら亀島川河口部水位観測所へ 

    

いつもならここから東京スカイツリーが見えるビューポイントなのだが!残念！ 

 

“箱崎町防災船着き場” 前を行く 

  



 

 

小雨降る中、言問橋下流 ＆ 東武鉄橋下流を行く一行 

    

    

蔵前橋を過ぎて      雨も止み両国橋から集結地の浜町公園テラスへ向かう 

 

浜町公園スーパー堤防に到着、ゴミは昨年よりも多いかしら？ 

  



 

 

 

石川島公園パリ広場を晴海運河沿いに清掃活動を始める、前方は相生橋・左前方は海洋大学 

 

  

相生橋上流緑地帯も清掃          永代橋下流左岸テラスと緑地の清掃 

 

 

            

永代橋下（左岸）にも「潮位記録標」が表示された。         収集ゴミ仕分け？ 

 

  



 

 

 

桜橋から左岸テラスへ下り清掃作業開始     言問橋下流のてらすと緑地帯を 

 

墨田区役所前ス-パ-堤防下を清掃しながら。 両国橋手前のテラス・ギャラリー付近の清掃 

 

ＪＲ中央総武線鉄橋下流の清掃         テラスギャラリー花壇付近の清掃 

 

 



 

東京都建設局河川部の「隅田川流域改善・整備状況」並びに島しょ農林水産総合セ

ンタ―の「東京湾臨海域水生生物生態状況」のパネルを浜町公園スーパー堤防広場に

展示して水辺への関心高揚の為の啓発を行なった。 

当日、展示準備途中あいにくの雨模様の為に東京都江東治水事務所から借用した 

かつての「災害時の内部河川状況と改善」のパネルを展示する事が出来なかった事 

は残念でした。 

 

隅田川流域テラス等改善状況を観る参加者 

 

 

東京湾臨海域の水生生物生態展示 

 

隅田川流域の親水テラスの景観今昔     臨海域生態説明 



 

 
＜平成２２年・２３年・２４年（雨天）対比＞ 

桜橋右岸下流   浜町公園スーパー堤防前  勝鬨橋右岸上流 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量）   

２２年６月１９日  ８．０ｍｇ/L     ５．０ｍｇ/L      ５．０ｍｇ/L 

２３年６月１８日  ８．０ｍｇ/Ｌ     ５．０ｍｇ/Ｌ      ――――― 

    ２４年６月１６日  ２．０ｍｇ/L        ５．０ｍｇ/Ｌ     -------- 

値が小さいほど水がきれいである事を示す 

ＤＯ（溶存酸素） 

２２年６月１９日  ６．０ｍｇ/Ｌ    ―――――       ――――― 

２３年６月１８日  ５．０ｍｇ/Ｌ    ―――――       ――――― 

24年 6月 16日  ４．６５ｍｇ/L       ----------              ----------- 

      ＤＯが３㎎/L 以下になると魚などの生息が困難になります。 

水  温 

２２年６月１９日 ２５．０℃午前９時１０分時点 ２７．５℃ 

２３年６月１８日 ２２．０℃午前８時１６分時点 ２７．０ ℃ 

    ２４年６月１６日 ２１．５℃午前９時１０分時点 ２２．０℃午前１１時３０分時点 

気  温 

    ２４年６月１６日 ２４．４℃         ２５．０℃ 

透 視 度 

２２年６月１９日  29,0cm       49.0cm     

２３年６月１８日   ―――――       ４８．０ｃｍ 

ｐＨ水素イオン濃度） 

   ２４年６月１６日  ６．８９         ７．５ 

臭 い 

２２年６月１９日   微下水臭       臭いを感じない 

２３年６月１８日   微下水臭       臭いを感じない 

    ２４年６月１６日   潮の臭い       微 臭 

 

桜橋下流水質調査と水辺の植生解説  ＣＯＤパックテスト      浜町公園スーパー堤防で水質調査 

 



記念品＆アンケート記入     

参加証明書を希望する企業・団体・個人参加者に 

 

 

アンケート記入（上） ご苦労様でした、記念品とお茶謹呈（下） ネジリハナ 

        

  



 

  

隅田川を上下流を往復し水面水面清掃協力＆収集したゴミを回収する車 

 

 

  

参加者が収集した。ゴミの量は、可燃ゴミ。不燃ゴミを併せた総量は 

ミニバン２台 ： ２０㎥×２＝４０㎥ （公園協会事業部に確認） 

重量は不明（未秤量） 

◎今回、例年と比較して「不燃ゴミ」特にアルミ缶が目につき多い様に感じた。 

量的にはあまり変わらないようで、水辺を散策する人達のモラルに期待したい。 

 

 



 

浜町公園スーパー堤防上広場 

  

参加者記念集合写真 

 

大作戦後援・協賛関係横断幕 

 

 

第七回隅田川クリーン大作戦参加者に謝辞＝実行委員長 土屋十圀 前橋工科大学名誉教授 

  



 

 

前夜からの雨模様の悪天候が当日早朝まで続きクリーン大作戦実施の可否を６時に開催 

を決断しスタッフ並びに関係機関とも相互連絡を取って、担当部署に向かって頂く。 

雨模様にも関わらず予想以上に参加者が参集して下さり主催者とって感謝の気持ちで一

杯でした。 

開始時刻近くになると本降りとなり、危ぶまれたがそれも一時で開始を連絡スタート。 

途中から曇り空となり、事故も無く、無事に浜町公園スーパー堤防広場に集結。 

初めての雨天開催となりましたが、一般参加者はじめ関係機関の皆様に心から御礼と感

謝を申し上げます。 

第七回実行委員会・行政関係＆一般参加者（内訳） 

実行委員会：１９名 

東 京 都 =1４名           

河 川 部：３名            中央区：４名⁺＋（１：スタッフ） 

第一建設：３名            台東区：6 名 

第五建設：４名            墨田区：9 名 

第六建設：３名 

公園協会水辺事業（新川）４名 

環境局自然環境部水環境課 1 名 

島しょ農林水産総合センター：１名       計６５名 

＊公園協会：清掃船：３名   

＊ゴミ収集車１台：４名  

＜行政＆スタッフ含むルート別参加者＞ 

（予 定）             当日参加者  

ルート①=４４名            ３５名  

ルート②＝６２名            ３５名 

ルート③=４８名            ４５名 

ルート④＝２７名            ２８名 

本部：浜町公園スーパー堤防：６名       ５名 

（島嶼農林水産総合含む） 

＊公園協会：清掃船：３名          ３名 

＊ゴミ収集車１台：４名           ４名 

参加者合計＝１９４名          １５５名 

一参加者：１２９名             ９０名 

 



 

アンケートの集計結果 

 

○  アンケート回収人数    ９２名 

○  アンケートにご回答頂いた年代は、２０代から７０代と広がっており、女性より男性の方が多い結果になりました。

住所別では江東区、大田区、葛飾区、中央区、墨田区、台東区の順で、その他の東京都内や埼玉、千葉、神奈川

県などからもご参加頂きました。 

このイベントを知ったのは事務局からの案内はがきやその他（関係者などからの案内）が多い結果となりました。 
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○ 申し込まれたルートは、ルート１、３、４、２の順番で、選択の理由はその他、景観、隅田川に興味、家から近いから

の順でした。ルートの距離についてはちょうど良い、また今後も参加したいとの回答が圧倒的でした。参加の感想は

良かったが多く、隅田川の整備については必要という方が多い結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

短い方

が良い

3%

ちょう

ど良い

94%

長い方

が良い

3%

ルートの距離

 

ルート1

36%

ルート2

11%

ルート3

35%

ルート4

18%

申し込まれたルート

 

隅田川

に関心

21%

スカイ

ツリー

に興味

3%

近いの

で

20%

景観に

関心

21%

その他

35%

ルートを選んだ理由

 

99%

1%

今後も参加しますか

したい

しない

 

良かっ

た

82%

普通

18%

参加の感想

 

さらに

すべき

82%

どちら

でも

11%

不必

要

7%

今後の整備について



 

 

 

○ 具体的なご意見をお伺いしたところ以下の回答を頂きました。 

 

１．今回参加された感想について 

    参加者が多くて驚いた 

ゴミは少ない 

休憩場所には煙草盆を 

雨が降らなければ良かった 

川から見る風景が良かった 

ゴミは減ったが、タバコは多い 

ボランティアが好き 

清掃に協力したい 

 

２．東京都は隅田川沿いに遊歩道などを整備して水辺の活性化に努めています。 

ご感想を記していただきました。 

  素晴らしい 

厩橋から蔵前のテラスの開放 

岸辺にヨシを 

散歩・運動の場所として広まって欲しい 

弱者も利用できるように 

きれいなのにびっくり 

自然が良い 

中央区側の方がきれい 

もっと人が集まる隅田川に 

 

３．あなたが日頃、隅田川等の川に対して思っていることをお聞かせください。 

    もっときれいになって欲しい 

段々きれいになって良い散歩コースになった 

江戸時代の大川端に興味あり 

散歩などを進めて欲しい 

テラスの利用者の増加を望む 

もっときれいになって欲しい 

日頃から関心が高い 

好きです 

イベントが欲しい 

毎日犬の散歩に来ている 

都民のオアシス 

  



 

 

 

 

きれいにしたい 

春のうららの隅田川 

賑わいが増えて欲しい 

世界に誇れる川になって欲しい 

隅田川の情報を発信したい 

東京の財産 

隅田川が大好き 

川辺水浴 

憩いの場になると良い 

歴史ある川 

神田川の母なる川 

東京のシンボル 

きれいになった 

触れ合い空間を創って欲しい 

時間によって姿が変わる魅力的な川です 

川を見直すきっかけに 

都内河川整備のトップランナーに 

環境改善 

景観が良い 

きれいになって欲しい 

もっときれいにしたい 

きれいになった 

水辺貴重 

市民の憩える空間に 

     

   

      

  



 

 

      

東京都建設局   

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 国土交通省関東地方整備局 

  



 

     中央区・台東区・墨田区・江東区 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



【実施趣旨】本会は、平成 16年６月に実行委員会を設立以来、多くの都民はじめ社会貢献企業の皆様の 

参加を得て、隅田川クリーン大作戦の趣旨である東京の“母なる隅田川”の環境を守るとともに、  

「潤いと賑わいを復活する」ための実践行動として、隅田川に関心のある都民や流域住民並びに企業 

が、行政機関と協力して，同一日・同一時間帯に清掃活動を実施する行事も今年で、第７回を実施いた 

します。完成間もない“東京スカイツリー”の威容を愛でながらの清掃に、お友達やご家族と一緒に参 

加してみませか？ 

【清掃内容】隅田川中流域の桜橋から下流部の勝鬨橋までの約 8ｋｍの両岸を対象にテラス・管理用 

通路・沿川の公園緑地帯を 4ルートに分け歩きながら夫々浜町公園まで清掃を行う（1 ルート約４ｋｍ） 

＜集合場所への交通アクセスは、いずれも地下鉄が便利です＞ 

ルート 1：勝鬨橋（西詰め）＝日比谷線「築地駅」/ルート 2：桜橋＝銀座線・東武鉄道「浅草駅」 

ルート 3：石川島公園＝大江戸線「月島駅」 /ルート 4：桜橋＝銀座線・東武鉄道「浅草駅」 

＊全ての会場には、「隅田川クリーン大作戦」の「のぼり」が立っています。 

＊実施日時：平成２４年 6月１６日(土曜日) ＜集合：午前 8：４５＝開始＝午前９：００～１２：００終了＞ 

＊募集人員：１５０名～２００名/小雨決行 /参加者に飲料水（お茶）・記念品を謹呈、保険加入。 

＊応募方法：個人参加者は氏名・住所・電話番号と希望ルートを記入。グループ参加者の場合は、 

団体名・グループ名（家族も）、代表者及び参加者名・住所・電話番号と希望ルートを記入して 

いずれも「ハガキ」または「ＦＡＸ」で下記宛 ６月１０日までに申込でください。 

事務局：東京都台東区松が谷台東区松が谷４-１７-３  FAX:03-3841-0677 

隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 事務局・藤 原 隆 URL：http：//www.sumidagawa.net 

      

＊＊第 45回東京都公園協会賞『奨励賞』受賞の栄誉に輝く（平成 22年 3月 28日）＊＊ 

後 援：国土交通省関東地方整備局・東京都建設局     

中央区・台東区・墨田区・江東区、東京新聞     

協 賛：公益財団法人東京都公園協会・株式会社建設技術研究所・いであ株式会社 

東京都観光汽船株式会社・株式会社サンテックインターナショナル・ 

江東エコリーダの会・隅田川市民交流実行委員会・NPOまちなみ育成会 

  



隅田川クリーンキャンペーン実行委員会規約 

           

第 1章     総  則 

 

(名 称) 

第1条 この規約によって定める組織の名称は、隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 

（以下 「実行委員会」 という。）と称する。 

 

（目 的） 

第2条 実行委員会は、東京の母なる川「隅田川を対象としたクリーンキャンペーン 

事業をとおして、人々が隅田川に愛着をもち、より良い水辺環境を創り出して 

いくことを目的とする。 

 

(事 業) 

第3条 実行委員会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行うものとする。 

（１） 隅田川クリーン作戦などのクリーンキャンペーン事業 

（２） 河川環境向上の啓発活動 

（３） そのた、実行委員会の目的を達成するために必要な事業 

 

(機 関) 

第4条 実行委員会の事業期間は、設立の日から平成 ２４ 年 3月 31日までとする。 

 

第 2章  組  織 

 

(組織等) 

第5条 実行委員会は、事業の開催および運営に関する調整を行うものとする。 

２．実行委員会の委員長は、「隅田川流域連絡会」 座長の職にある者を充てる。 

３．実行委員長は会務を総理し、実行委員会を代表する。 

４．副委員長および委員は,別表に掲げるものを充て、実行委員長を補佐する。 

 

（監 事） 

第６条 実行委会に監事をおく。 

２．監事は、実行委員会の会計を監査するものとする。 

 

（任 期） 

第７条 実行委員会の委員および監事の任期は、平成２４年３月３１日までとする。 

 

  



第３章   経  費 

 

（予算及び決算） 

第８条 予算及び決算は、実行委員会の承認を受けるものとする。 

２．委員会の経費は、寄付金及びその他の収入をもって充てるものとする。 

 

（会計事務） 

第９条 実行委員会の会計事務は、事務局が行う。 

 

第４章  事務局 

 

（事務局） 

第１０条 実行委員会の事務を処理するため事務局をおく。 

２．事務局には、事務局長及び事務局員をおく。 

３．事務局の運営に関し、必要な事項は実行委員長がこれを定める。 

 

第５章   雑  則 

 

（その他） 

第１１条  この規約に定めのない事項については、実行委員長がこれを定める。 

 

（付 則） 

この規約は、平成１６年６月２４日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 会計規則 

 

(目 的) 

第１条  この規則は、「隅田川クリーンキャンペーン実行委員会」（以下「実行委員会」 

という。）の会計事務の処理基準を定めることを目的とする。 

 

（会計責任） 

第２条  実行委員会の会計責任者は、委員長とする。 

   ２． 実行委員会の会計事務は、委員長が指名する事務局職員が行うものとする。 

 

（処理原則） 

第３条  会計処理は、すべて会計簿に記帳し整理する。また、会計簿には収支に係る     

書類を添付する。 

 

（金銭出納） 

第４条  金銭の出納の場合は領収書を発行し、支払の場合は領収書を徴しなければ 

ならないものとする。 

 

（受領印） 

第５条  実行委員会が受領等のために使用する印鑑は、「隅田川クリーンキャンペーン実行委員

会」 の陰影を用いる。 

 

（会計監査） 

第６条  実行委員会の決算は、監事の監査を受けなければならない。 

 

（委 任） 

第７条  この規則に定めない事項については、実行委員長がこれを定める。 

 

（付 則） 

この規約は、平成１６年６月２４日から施行する。 

 

  



 

まとめ 「 第７回隅田川クリーン大作戦 」 

事務局 藤原 隆 

中瀬勝義 

 昨年は、東日本大震災という未曽有の大災害が発生し、巨大な津波が東日本の太平洋岸を襲い

ました。今まで栄えていた海岸部の多くの都市が大被害に遭い、一挙に町はなくなってしまいまし

た。さらに、東京電力福島第一原子力発電所に大被害が発生し、市民も巨大な被害を蒙りました。

それらの復旧・復興にまだまだ目途がついていません。   

 この大震災は日本の痛みだけではなく、世界の人々に大きな教訓を与えました。人間が厳しい自

然の脅威を乗越え、豊かな生活を勝取ってきた近代文明ですが、今回のような余りにも大きな自然

災害には人間はとても力不足だということをあらためて知らされることになりました。 今まで豊かな

街づくりを展開してきた地域が一瞬にして津波にさらわれてしまったのです。石油、電気や自動車

を活用した、便利な文明も同様に大きな被害を受け、現代文明を抜本的に見直さざるを得ない状

況に置かれています。これからは欧米のように自然に立ち向かうのではなく、日本が昔から行って

きた人間と自然が共生する文化に戻る必要があります。 

 また、局地的豪雨による大洪水や雷や竜巻等の自然災害も各地で発生しています。今までより自

然災害が巨大化している感があります。河川管理の重要性も今まで以上に増しています。そんな

大災害時には人と人との助け合いの重要性が再認識されています。人々とのわずらわしい関係な

どから開放されるということで近年急成長したマンション等をベースにしたライフスタイルの欠点も見

えてきました。人は人との関係、暖かい関係なしには楽しい人生を送ることが出来ないのではない

でしょうか。 

 隅田川クリーン大作戦は、パリのセーヌ川にも匹敵する素晴らしい水の都東京の身近な自然であ

る「隅田川」に親しむとともに、みんなで力を合わせて掃除することで、人と人の関係を身近に感じ

る貴重な機会でもあります。今回の東日本大地震の教訓として、戦後の高度成長期から続いてき

た、どちらかというと経済一辺倒の社会から、人と自然との共生を最重要に考える町のあり方、人々

のライフスタイル見直しの機会として役立てられたらと期待しています。 

 前回同様に、アンケートをお願いしました。集計結果は前回同様に、 

１．隅田川が少しづつきれいになっている。 

２．さらにきれいになり、岸辺にアシなどが生育する世界に誇れる川になって欲 

しい。 

３．市民が憩える、触れ合いの空間として賑わいが増えて欲しい。 

と集約されました。そのために、市民と企業と行政が力を合わせ、前向きに進みたいと思います。 

 水の都東京を創るために、市民・企業・市民団体・行政のさらなる協働を！ 

  



 

 

隅田川流域整備状況パネル展示（東京都建設局） 

 

 

主 催：隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 

後 援：東京都建設局・国土交通省関東地方整備局 

中央区・台東区・墨田区・江東区 

協 賛：公益財団法人 東京都公園協会 

株式会社 建設技術研究所 

東京都観光汽船 株式会社 

株式会社 サンテックインターナショナル 

いであ 株式会社 

江東エコリーダの会 

隅田川市民交流実行委員会 

ＮＰＯまちなみ育成会 

協 力：東京新聞 
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